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三菱パジェロ
初代モデルから培ってきた，悪路走破性・信頼性と快適性・扱いや
すさを継承・進化させ，今回新たにフラッグシップモデルにふさわし
い上質さを追求．あらゆる路面で安心
感と快適な移動を実現する本格クロス
カントリーSUV．
車名・型式 三菱パジェロ・3DA-LH3W
全  長 4,920（mm）
全  幅 1,925（mm）
全  高 1,910（mm）
車 両 重 量 2,460（kg） 
車 両 定 員  7（名）
最小回転半径 5.8（m）
総 排 気 量 2.439（L）
最 高 出 力 150/3,500（kW/rpm）
最大トルク 480/1,750-2,500（Nm/rpm）
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